
２２・０・００

（5）
２２・０・００２３・１・２３

と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　
引
き
続
き
駐
車
場

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
に
努
力

し
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員　
暫
定
管
理
地
の
大
屋
根

広
場
を
プ
ロ
レ
ス
団
体
等
に
貸

し
出
す
な
ど
、
広
場
の
利
点
を

最
大
限
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

総
務
部
長　
現
在
の
事
業
の
円

滑
な
実
施
に
影
響
が
想
定
さ

れ
、
例
示
の
活
用
は
難
し
い
。

議
員　
市
税
納
付
書
等
を
世
帯

別
送
付
に
変
更
す
る
こ
と
で
郵

便
料
金
、
封
筒
及
び
添
付
用
紙

が
削
減
で
き
る
。所
見
を
伺
う
。

市
民
部
長　
送
付
文
書
の
性
格

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
省
資
源

や
コ
ス
ト
縮
減
を
図
り
た
い
。

て
考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

市
長　
家
族
は
協
働
の
重
要
な

担
い
手
で
あ
る
と
考
え
る
。

議
員　
国
際
情
勢
の
激
変
に
よ

り
、
多
く
の
国
民
が
愛
国
心
を

正
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
愛
国
心
に

つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

市
長　
地
域
を
愛
す
る
こ
と
が

国
を
愛
す
る
こ
と
に
必
ず
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
規
則
で
、
永
住
外
国
人

に
住
民
投
票
の
請
求
資
格
を
認

め
て
い
る
考
え
方
を
聞
く
。

市
長　
請
求
す
る
投
票
事
項
等

に
よ
り
、
投
票
資
格
の
年
齢
や

国
籍
等
の
要
件
は
、
そ
の
都
度

議
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
。

教
育
長　
ス
ポ
ー
ツ
を
重
点
化

す
る
な
ど
各
学
園
で
の
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
応
援
し
た
い
。

議
員　
３
月
に
第
２
回
中
学
生

「
東
京
駅
伝
」が
味
の
素
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

「
本
気
で
勝
つ
」
た
め
の
選
手

選
考
な
ど
に
努
め
て
ほ
し
い
。

市
長　
条
件
整
備
な
ど
の
面
で

教
育
委
員
会
と
協
力
し
た
い
。

議
員　
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０

１
３
開
催
に
は
、
地
域
振
興
の

視
点
も
含
め
、
入
念
な
準
備
と

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
醸
成
が
重
要

だ
。今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
機
運
を
盛
り
上
げ
つ
つ

ま
ち
の
美
化
や
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

議
員　
交
通
モ
ラ
ル
向
上
の
た

め
、
自
転
車
利
用
者
の
責
務
に

つ
い
て
啓
発
す
る
機
会
が
必
要

だ
。今
後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長　
三
鷹
警
察
署
や
交
通
安

全
協
会
と
連
携
し
、
様
々
な
機

会
を
通
じ
て
安
全
利
用
に
関
す

る
意
識
啓
発
等
を
図
り
た
い
。

議
員　
自
転
車
の
安
全
性
確
保

の
た
め
、点
検
整
備
の
促
進
、保

険
制
度
等
の
充
実
が
必
要
だ
。

市
長　
東
京
都
自
転
車
商
協
同

組
合
と
連
携
し
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

付
帯
保
険
（
自
転
車
安
全
整
備

士
が
点
検
整
備
を
行
う
こ
と
で

傷
害
補
償
等
を
付
与
す
る
保

険
）へ
の
加
入
を
促
し
て
い
く
。

は
な
い
か
。取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
原
則
は
所
有
者
の
責
任

で
あ
り
、
適
正
な
管
理
を
求
め

て
い
く
。危
険
除
去
等
の
た
め
、

警
察
・
消
防
と
連
携
し
、緊
急
的

な
措
置
を
図
る
場
合
も
あ
る
。

議
員　
空
き
家
を
資
源
と
し
て

有
効
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
て
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
向
け
の
福

祉
施
策
、
子
育
て
支
援
、
地
域

交
流
等
へ
の
活
用
に
つ
い
て
、

議
員　
三
鷹
ま
ち
づ
く
り
総
合

研
究
所
の
報
告
書
で
は
、
第
４

次
基
本
計
画
策
定
に
関
す
る
市

民
参
加
の
基
本
的
な
方
向
と
し

て
、
住
民
協
議
会
に
加
え
市
民

協
働
セ
ン
タ
ー
等
の
機
能
を
最

大
限
生
か
す
こ
と
が
重
要
だ
と

し
て
い
る
。
住
民
協
議
会
と
市

民
協
働
セ
ン
タ
ー
の
位
置
付
け

な
ど
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

市
長　
住
民
協
議
会
を
中
心
と

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
区
ご
と

の
市
民
参
加
で
寄
せ
ら
れ
た
意

見
を
、
第
４
次
基
本
計
画
や
個

別
計
画
の
素
案
等
に
反
映
さ
せ

る
と
と
も
に
、
市
民
協
働
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
実
施
す
る
来

年
度
の
「
ま
ち
づ
く
り
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
有
意
義
な
も

の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
今
回
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
住
区
ご
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク「
ま
ち
歩
き
」を
行
い「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
取
り
ま
と

め
る
と
い
う
、
市
民
参
加
の
手

法
を
導
入
し
た
。
ま
ち
歩
き
の

効
果
に
つ
い
て
所
見
を
聞
く
。

市
長　
地
域
に
お
け
る
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
提
案
や
課
題
解

決
の
た
め
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア

が
市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
生
か
さ
れ
る
方
向
で
第
４

次
基
本
計
画
な
ど
の
素
案
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
第
４
次
基

本
計
画
に
つ
い
て

庁
内
の
関
係
部
署
の
横
断
的
連

携
で
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長　
施
設
の
設
置
基
準
等
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
適
切
な
設

置
誘
導
が
必
要
だ
。
提
案
の
内

容
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
空
き
店
舗
に
つ
い
て
も

企
業
誘
致
や
商
工
振
興
の
観
点

か
ら
対
策
が
必
要
だ
。
商
店
街

議
員　
生
活
保
護
受
給
者
の
生

活
意
欲
の
向
上
や
社
会
参
加
に

対
す
る
意
識
啓
発
を
図
る
た
め

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

を
通
し
て
、
や
り
が
い
や
自
分

の
居
場
所
を
見
つ
け
て
も
ら
う

議
員　
市
は
妊
婦
健
診
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
14
回
ま
で
公

費
助
成
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち

国
は
緊
急
少
子
化
対
策
と
し
て

６
回
目
以
降
の
助
成
の
半
額
を

補
助
し
て
い
る
が
、
補
助
は
今

年
度
ま
で
だ
。
今
後
も
14
回
の

公
費
助
成
は
継
続
で
き
る
か
。

市
長　
国
の
動
向
を
見
守
り
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
安
全
な
妊
娠
・
出
産
に

は
妊
娠
届
の
早
期
提
出
が
重
要

だ
。
届
け
出
の
う
ち
妊
娠
11
週

以
内
で
の
提
出
率
を
伺
う
。

市
長　
昨
年
度
は
約
89
％
で
あ

る
。
医
療
機
関
と
連
携
し
、
早

期
提
出
の
周
知
に
努
め
た
い
。

議
員　
妊
婦
歯
科
健
診
で
は
、

会
派
の
予
算
要
望
も
受
け
入
れ

ら
れ
、
今
年
度
か
ら
協
力
歯
科

医
院
で
の
個
別
健
診
が
実
施
さ

と
連
携
し
て
情
報
を
発
信
し
、

事
業
者
と
空
き
店
舗
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長　

今
後
、
出
店
希
望
者
等
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
新
し
い
活
用

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
自
転
車
マ

ナ
ー
向
上
に
つ
い
て

こ
と
が
大
切
だ
。所
見
を
伺
う
。

市
長　
今
後
、
国
・
東
京
都
の

動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
る
中
で
、

よ
り
一
層
の
自
立
に
向
け
た
支

援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

れ
て
い
る
。
従
来
の
一
斉
健
診

と
比
較
し
て
の
効
果
を
伺
う
。

市
長　
就
労
妊
婦
の
増
加
に
よ

り
、
そ
の
効
果
は
高
く
、
受
診

者
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

議
員　
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
―

１
（
ヒ
ト

Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１

型
）
の
感
染
経
路
の
６
割
以
上

が
母
乳
を
介
し
た
母
子
感
染
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
公
費
助
成

に
よ
り
、
妊
婦
健
診
で
の
抗
体

検
査
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
国
の
動
向
を
見
な
が
ら

導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　
公
費
助
成
に
よ
る
超
音

波
検
査
の
対
象
を
35
歳
以
上
と

し
た
制
限
を
な
く
し
、
全
て
の

妊
婦
に
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
必

要
性
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

お
り
、
検
討
課
題
と
し
た
い
。

議
員　
一
般
住
宅
に
設
置
し
た

雨
水
浸
透
ま
す
は
維
持
管
理
を

各
戸
に
依
頼
し
て
い
る
。
清
掃

方
法
等
の
周
知
状
況
を
伺
う
。

市
長　
設
置
完
了
時
等
に
Ｐ
Ｒ

を
徹
底
し
、
今
後
も
広
報
等
で

Ｐ
Ｒ
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
雨
も
大
切
な
資
源
だ
。

雨
水
小
型
貯
留
槽
は
製
品
の
規

格
上
の
制
約
等
に
よ
り
設
置
件

数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
助
成

の
対
象
を
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

市
長　
性
能
や
品
質
、
維
持
管

理
面
等
で
適
正
な
確
認
方
法
を

整
理
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

議
員　
土
日
・
夜
間
の
市
民
セ

ン
タ
ー
駐
車
場
や
市
所
有
の
空

地
を
民
間
の
時
間
貸
し
駐
車
場

議
員　
三
鷹
市
自
治
基
本
条
例

は
市
民
・
市
・
議
会
が
協
働
で

策
定
し
、
そ
の
先
進
性
は
全
国

の
自
治
体
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
、範
と
さ
れ
て
い
る
。今
後
、

本
条
例
を
さ
ら
に
よ
い
方
向
に

発
展
さ
せ
る
べ
き
だ
。
家
族
崩

壊
や
外
交
上
の
問
題
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
地
方
自
治
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
家
族
や
国
家

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
観
点

か
ら
捉
え
直
す
時
代
潮
流
が
来

て
い
る
。市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
都
市
に
お
け
る
自
治
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
家
族
の

大
切
さ
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

協
働
の
担
い
手
と
し

て
、
家
族
も
一
つ
の
単
位
と
し

議
員　
多
摩
青
果
跡
地
を
活
用

し
た
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点

整
備
で
は
、
施
設
機
能
の
充
実

や
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の

有
機
的
な
連
携
が
必
要
だ
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
効
果
的

な
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今

後
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
今
年
度
は
市
民
駅
伝
と

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

同
時
開
催
さ
れ
た
。
次
回
の
実

施
に
つ
い
て
方
向
性
を
伺
う
。

生
涯
学
習
担
当
部
長　
今
後
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
中
学
校
の
部
活
動
で
は

指
導
力
や
施
設
設
備
を
充
実
す

る
な
ど
、
生
徒
に
夢
や
希
望
を

与
え
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

議
員　
自
転
車
は
環
境
負
荷
が

少
な
く
、
健
康
増
進
に
寄
与
す

る
便
利
な
交
通
手
段
だ
。
三
鷹

市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
自

転
車
行
政
へ
の
所
見
を
伺
う
。

市
長　
今
後
も
自
転
車
利
用
者

の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
と
る
。

議
員　
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

自
転
車
の
役
割
を
明
確
に
し
、

利
用
促
進
に
つ
な
が
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め
に
、一
元
的
、総

合
的
な
計
画
策
定
が
必
要
だ
。

市
長　
策
定
予
定
の
地
域
公
共

交
通
総
合
連
携
計
画
の
中
で
、

自
転
車
を
公
共
交
通
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
、
利
用
の
あ
り

議
員　
空
き
家
・
廃
屋
の
増
加

が
全
国
的
に
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。
空
き
家
は
、
都
市
景
観

の
損
失
、
防
災
・
防
犯
面
で
の

危
険
性
、
ご
み
の
不
法
投
棄
、

草
木
・
害
虫
の
繁
殖
な
ど
、
近

隣
住
民
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
空
き

家
対
策
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
他
市

の
よ
う
に
条
例
を
制
定
し
て
対

策
を
講
じ
る
必
要
も
あ
る
の
で

政
新
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

「
も
っ
た
い
な
い
」
精
神
で

資
源
や
財
産
の
有
効
活
用
を

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
　
俊
明
　
議
員

 

ス
ポ
ー
ツ
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
街
づ
く
り
を

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

自
治
基
本
条
例
に

家
族
と
愛
国
心
の
視
点
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

自
転
車
と
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

政
新
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
良
司
　
議
員

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
民
参
加
の
手
法
を
問
う

　
公
明
党
　
粕
谷
　
稔
　
議
員

空
き
家
を
有
効
活
用
し

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

安
全
な
妊
娠
・
出
産
の
た
め
に

手
厚
い
公
費
助
成
を

　
公
明
党
　
寺
井
　
均
　
議
員

生
活
・
保
育
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る

新川中原住区の「ワークショップ」

　
（
６
面
へ
続
く
）


